
３-５ 高野山・奥の院 
1)ご本尊：弘法大師のおすがた 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２）寺の概要 
 ・寺号：高野山・奥之院 
     （こうやさん おくのいん） 
 ・本尊：弘法大師 
 ・開基：弘法大師 
 ・宗派：高野山真言宗 
 ・真言：なむだいしへんじょうこんごう 

 
３）弘法大師のご朱印 
 ・宝印：蓮華座に火炎宝珠を配し、その宝珠に弘法大師の種子である梵字 
     （ユー）が配置 
 ・朱印：「高野山奥之院 ・ （宝印）・ 高野山奥之院」の朱印 
 ・墨書：「奉納高野山 ・ 本尊の梵字と弘法大師 ・ 奥之院」と記載  
 ・記帳年月日：平成廿拾九年九月廿拾八日（２０１７年） 
 

 
 
 

高野山奥の院の御影 

ご本尊の素顔の描画絵 

御影の描画絵の裏 

弘法大師像用御影の描画絵 お納経の描画絵 

御影の描画絵（ツゲの木：表） 

お納経（朱印と墨書き） 
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第四章 結願を迎えて 
 
 平成３０年（２０１８年）、ふとしたことから木の輪切り板に絵を描くことに興味を持ち、色んな絵

を描いています。中でも、四国８８カ所の御影（ご本尊のおすがた）、お納経を針描画して５年

になります。令和３年（２０２１年）後半から作品集としてまとめたいと思い、今まで描いた四国８

８カ所の御影、お納経の描画作品をすべて画像に取り込み、ここにまとめています。 

 ことのきっかけは、家内が柿が好き人あったこと。柿の木の生木を輪切りすると黄色味を帯

びた非常に綺麗な断面であったことです（今でも頭からはなれない。以後、このような綺麗な板

に巡り会わない）。 

 ことの始まりは、亡くなった家内が柿が好きであったというきっかけが今にいたっています。柿

の木は、乾燥が難しく、木を伐採してから乾燥までに変色が激しく、最初のイメージはなくなる

ほど、変化する木でありました。このような大きな欠点のある木でしたが、輪切り板にして用い

ることにより針描画の絵や文字がはっきりとしていたことも続けた理由でもあります。柿の輪切

り板は針描画に適した固さの木で絵や文字がはっきりと描ける大きな特徴があります。 

 最初は木を切る道具もなく、手引き鋸で切断、サンドペーパーで磨き、絵を描きました。針描

画を重ねながら描画の道具や描画方法を工夫してきました。その後、ツゲの木が入り、大きな

丸鋸、研磨機、糸鋸と木を加工する道具も買い揃え、今はある程度自由に板が作れるように

なっています。最初、描く対象は花や絵などでありましたが、前にも紹介した石手寺で８８カ寺

の本尊の御影を観て、８８カ所すべての御影を描く決心をして２年がかりで仕上げました。最初

は、御影を描くほどの板もなく、探しもとめましたが、大きな輪切り板を作る木は手に入らな

かったし、大きな輪切り板は割れてしまうものが多く、まともな板は少ししかできませんでした。

大きな木が手に入っても割れのない板を作ることは難しく、素人が切断することは非常に危険

を伴う作業でもありました。結局、割れた板も気にせずすべてを用いて８８カ寺の御影を仕上げ

たというのが現実です。 

 御影完了後、仏の素顔、お納経と２年がかりで仕上げ、ここにまとめた次第です。 

 また、色んな技術の習得が必要で、画像処理、写真、木の切断（大けがをしそうになったこと

時々）など数多くの未知のことに挑戦しなくてはなりません。板の乾燥に１年以上かかるし、木

は生き物で時間をかけて変化します。最初は毎日の気遣いが勝負で、気長で、世話付きな性

質でないと全てが駄目になります（気の短い自分がと思っています）。 

 以上のように、人が何かを始めるきっかけは、不幸、人の出会いなどが大きな要因になりま

す。続ける要因はただ馬鹿になること。ひたすら馬鹿になって続けることではないかと思います。

続ければ、きっと、宿る神様（人）が進む方向を差し示してくれるものですね。 

 以上のような長い年月に色々と勉強させられ（勉強したのでない）、全てがまだ中途の段階で

ありますが、８８カ所のご本尊の御影、お納経がすべて描き終えたので、ここにまとめ、公表す

ることとしました。 

 出来栄えはどうでもよいのですが、多くの人が、８８カ所に興味をもってもらい、多くの人が自

分に宿る仏様に出会うことを願っています。 

 仏像を一体でも多く描くことは、仏様と人との出会いが多くなりことに意義があります。多くの

人に観てもらい、接してもらい、自分に宿る仏に出会うことを願っています。 

 誰もが、仏様を宿し、美しい気持ちを持ち合わせています。この作品集が宿る仏様を発見す

る機会になれば幸いです。 
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参考文献の紹介とお礼 
 
 四国八十八カ寺の概要、お納経の説明をまとめるに際して、下記の文献を参考にさせてもらいま
した。厚く御礼を申し上げます。また、インターネットの多くの情報を参考しましたことを付記しておき
ます。 

 下記に掲げるインターネット情報は一度是非、みていただければ一層八十八カ寺が身近な存在
になると思います。 
 
参考文献 
（１）四国八十八ヶ所霊場会（各霊場を簡潔に紹介） ：https://88shikokuhenro.jp/ 
（２） 四国八十八箇所（各お寺の歴史等詳細な説明） ： 
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%9B%E5%9B%BD%E5%85%AB%E5%8D%81%E5%85%AB%E7%
AE%87%E6%89%80  
（３）とくしま御朱印なび ：https://tokushimagoshuin.com/shikoku-goshuin-matome  
（４）古今御朱印研究所 ：https://goshuin.net/shikoku88/ 
（５） 全国の御朱印を紹介するブログ（多くの写真で各お寺を紹介）： 
 https://goshuin.138shinsekai.com/2021/09/12/ryouzenji-tokushima/#google_vignette 四国（６）八
十八ｹ所（ご朱印・墨書きの説明）：  
http://rokumeibunko.com/chizu/junrei/shikoku88/index.html  
（７）四国八十八ケ所詳細地図帖、編集：西村益一、発行所：雑誌四国：   
 http://www.pasutel.co.jp/person/party/nishimura/ 
 
 
 
 
 
 
 

                     謝      辞 
 

 本作品作りには、多くの方々のご意見、ご指導をいただきましたこと感謝申し上げます。 

 特に、木材の提供、木の切断などの加工、輪切り板の乾燥など多くのご指導いただき

ました矢野肇様（矢野建具店）には厚く御礼申し上げます。 

 木材の提供、作品への意見などをいただきました坂野美恵子様（四国大学）、落合直

政様（株 坂本林業）、武田輝久様（武田水産）に御礼申し上げます。 

 最後に、作品作りを続けて来られたのは、作品制作にあたり、多くの意見、アイディア

を出してくれた子供達、孫達のお陰です。感謝の意を表する次第です。 
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付録 
 今まで、プレゼントしたすべての人に喜ばれた般若心経の針描画作品を紹介しておきます。 
 仏壇などの身近な所に飾り、毎日一度は黙読してくれているそうです。 
 皆さんが写経したもの、好みの印刷物などどのような作品でもよいのでないかと思います。身近にお
いて毎日一度は眺めてみてください。必要でしたらヤマモモの木などに般若心経を描画します。ご相談
ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ヤマモモの木を塗装処理した板            ツゲの輪切り板（表面処理なし） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  ヤマモモの木の輪切り板             よのみの木の輪切り板 
                                （写経作品：自筆） 
 
 
 
 

針描画法は、 
 木の板や丸棒、竹や紙などいろんな材質に描画できます。興味があれば、木の板、描
画道具一式および描画方法の冊子をお譲りいたします。自分で好きな絵を描いてみてく
ださい。 
連絡先 
 E-mail：satake_hiromu@yahoo.co.jp 
 携帯：07042966381（ほとんどつながらないと思ってください） 
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佐竹 弘（さたけ ひろむ） 
 １９４７年 徳島県阿南市に生まれる 
 １９６８年 徳島大学短期大学部 応用科学科卒 
 ２０１２年 徳島大学 産学官連携推進部教授 退職 
 現在    四国霊場描画屋 代表  
        大学等の研究者の情報提供を１０年近く実施 
        最近、四国遍路について研究している研究者、研究内容を紹介 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四国８８カ所霊場めぐり 御影とお納経の描画作品集 
（宿る仏と出会う旅）                       
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